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は
じ
め
に

　
本
稿
の
目
的
は
、
中
国
の
高
齢
化
と
経
済
に
か
か
わ
る
問
題
を
、

他
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
の
そ
れ
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　
中
国
国
家
統
計
局
は
、
二
〇
二
一
年
五
月
一
一
日
、
第
七
回
人
口

セ
ン
サ
ス
（
い
わ
ゆ
る
国
勢
調
査
）
の
結
果
の
一
部
を
公
開
し
〉
1
〈

た
。

今
回
の
人
口
セ
ン
サ
ス
は
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
日
か
ら
一
二
月

一
〇
日
に
か
け
て
、
七
〇
〇
万
人
の
調
査
員
を
投
入
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
調
査
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
、
取
得
デ
ー
タ
を
直
接
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存
す
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
駆
使
し
た
点
で
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
同
発
表
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
日
の
中
国
の
総
人
口

は
一
四
億
一
一
七
八
万
人
で
あ
っ
た
。
世
帯
数
は
四
億
九
四
一
六
万

世
帯
と
前
回
に
比
べ
七
六
四
四
万
世
帯
増
加
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

平
均
構
成
人
数
は
二
・
六
人
と
、
前
回
の
三
・
一
人
を
大
き
く
下
回

り
、
家
族
規
模
が
急
速
に
縮
小
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
人
口
構
成
で
は
、
〇
〜
一
四
歳
の
人
口
は
、
二
億
五
三
三
八

万
人
で
全
体
の
一
七
・
九
五
％
を
占
め
、
一
五
〜
五
九
歳
が
八
億
九

四
三
八
万
人
と
前
回
の
セ
ン
サ
ス
に
比
べ
て
四
〇
〇
〇
万
人
減
少

し
、
比
率
も
七
〇
・一
％
か
ら
六
三
・三
五
％
に
低
下
し
た
。
他
方
、

六
〇
歳
以
上
の
人
口
は
、
二
億
六
四
〇
二
万
人
で
一
八
・
七
％
と
な

り
、
前
回
に
比
べ
五
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
さ
ら
に
、
一
般
的

に
高
齢
者
と
さ
れ
る
六
五
歳
以
上
の
人
口
を
み
る
と
、
一
億
九
〇
六

四
万
人
で
一
三
・六
％
と
な
り
、
中
国
が
「
高
齢
社
会
」（
六
五
歳
以

中
国
の
高
齢
化
と
経
済
を 

東
ア
ジ
ア
の
な
か
で
考
え
る

大 
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一
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上
の
人
口
が
一
四
％
を
超
え
る
社
会
）
の
間
際
に
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

　
こ
の
人
口
セ
ン
サ
ス
の
結
果
は
、
世
界
中
の
耳
目
を
集
め
た
。

　
そ
れ
は
、
中
国
が
単
に
人
口
大
国
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
中

国
経
済
の
行
方
が
世
界
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
か
ら
で
あ

る
。
二
〇
二
〇
年
時
点
で
、
中
国
経
済
が
世
界
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は

一
七
・四
％
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
（
二
四
・八
％
）
に
次
ぐ
世
界
第
二

位
の
経
済
大
国
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
、
世
界
経
済
が
前
年
比
▲
三
・
三
％
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
な
か
、
中
国
は
同
二
％
の
プ
ラ
ス
成
長
を
維
持

し
、
二
〇
二
一
年
も
同
八
・
四
％
と
高
水
準
に
な
る
見
込
み
で
あ
る

﹇IM
F 2021

﹈。
中
国
の
経
済
規
模
が
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
ア
メ

リ
カ
を
追
い
抜
き
、
世
界
第
一
位
の
経
済
大
国
に
な
る
と
い
う
見
方

も
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

　
中
国
の
人
口
セ
ン
サ
ス
に
高
い
関
心
を
示
し
た
の
は
、
日
本
も
同

様
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
日
本
経
済
新
聞
は
五
月
一
二
日
の
朝
刊
の
一
面
で
、

前
述
の
人
口
セ
ン
サ
ス
の
結
果
を
伝
え
〉
2
〈

た
。
自
国
以
外
の
人
口
セ
ン

サ
ス
の
結
果
を
そ
の
一
面
で
報
じ
る
の
は
異
例
の
こ
と
と
い
え
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
日
本
と
中
国
の
経
済
関
係
が
年
々
緊
密
化
し
て
き

た
こ
と
が
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
の
日
本
の
中
国
向
け
輸
出
は
全
体
の

二
二
・
〇
％
（
第
一
位
、
第
二
位
の
ア
メ
リ
カ
は
一
八
・五
％
）
を
占

め
、
他
方
、
中
国
か
ら
の
輸
入
は
全
体
の
二
五
・
八
％
（
第
一
位
、

第
二
位
の
ア
メ
リ
カ
は
一
一
・
三
％
）
を
占
め
る
。
ま
た
、
日
本
銀

行
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
日
本
企
業
の
中
国
へ
の
直
接
投
資
残
高
（
二

〇
二
〇
年
末
）
は
一
四
兆
三
五
九
六
億
円
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
向
け
投

資
の
二
六
・一
％
を
占
め
る
。

　
日
本
の
関
心
は
、
中
国
の
人
口
動
向
が
経
済
成
長
に
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
と
い
う
点
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
に
お
い
て
、
中
国
で

も
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
が
日
本
と
同
様
に
、
経
済
減
速
の
要
因
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
二
〇
二
〇
年
の
出
生
数
が
前
年

比
一
八
％
減
の
一
二
〇
〇
万
人
と
過
去
最
低
の
水
準
に
な
っ
た
こ

と
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
女
性
が
生
涯
に
出
産
す
る
子
供
の
数
を
示

す
指
標
）
は
一
・
三
と
な
っ
た
こ
と
を
大
々
的
に
報
じ
、
そ
の
結
果

と
し
て
少
子
化
は
高
齢
化
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
、
経
済
成
長
の
足
か

せ
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
の
高
齢
化
を
含
む
人
口
動
態
と
経

済
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
を
、
少
子
高
齢
化
で
先
行
す
る
日
本
や
韓

国
、
中
国
を
追
い
か
け
て
少
子
高
齢
化
が
進
む
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と

比
較
し
な
が
ら
、
検
討
す
る
。

　
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
節
で
は
、
中
国
経
済
を
人
口
動
態
と
の
観
点
か
ら
概
観
す

る
。
第
二
節
で
は
、
中
国
の
少
子
化
を
東
ア
ジ
ア
の
な
か
で
考
察
す

る
。
第
三
節
で
は
、
出
生
率
の
急
速
な
低
下
で
形
成
さ
れ
た
人
口
塊

と
そ
の
動
き
に
注
目
し
、
人
口
ボ
ー
ナ
ス
と
中
所
得
国
の
罠
の
関
係
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に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
四
節
で
は
、
人
口
ボ
ー
ナ
ス
後
の
持
続
的
成

長
の
可
能
性
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
か
ら
考
え
る
。
そ
の
う
え
で

第
五
節
で
は
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
活
用
を
、
中
高
年
労
働
力

の
生
産
性
に
結
び
つ
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
六
節

で
は
、
中
国
の
高
齢
化
が
、
日
本
や
韓
国
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
低

所
得
国
の
う
ち
に
高
齢
化
が
進
む
「
未
富
先
老
」
と
い
う
特
徴
を
持

つ
こ
と
を
確
認
し
、
こ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
の
高
齢
化
を
考
え
る
上

で
、
重
要
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　
な
お
本
稿
で
は
、
東
ア
ジ
ア
を
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、

香
港
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
一
〇
カ
国
と
し
た
。
ま
た
、
第
七
回
人
口

セ
ン
サ
ス
の
結
果
は
、
執
筆
時
点
で
は
一
部
し
か
公
表
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
分
析
に
は
、
主
にW

orld Population Prospects: T
he 

2019 R
evision

の
デ
ー
タ
を
用
い
た
。

一
　
東
ア
ジ
ア
と
中
国
の
「
回
帰
」を 

ど
う
評
価
す
る
か

　
戦
後
、
世
界
で
も
っ
と
も
経
済
成
長
し
て
き
た
地
域
は
東
ア
ジ
ア

で
あ
っ
た
。

　
東
ア
ジ
ア
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
世
界
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
、
一
九
七
〇
年

の
一
四
・五
％
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
は
三
〇
・二
％
へ
と
倍
増
し
て
い

る
（
表
１
）。
こ
の
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
は
世
界
の
他
の

地
域
に
比
べ
て
突
出
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
二
一
世
紀
は
ア
ジ
ア
の

時
代
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
直
近
の
見
通
し
で
は
、
今
後
も

し
ば
ら
く
は
順
調
に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
、
二
〇
二
六
年
に
は
三
一
・

九
％
と
な
る
﹇IM

F 2021

﹈。

　
こ
の
東
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
に
つ
い
て
、
経
済
史
学
者
ア
ン
ガ

ス
・
マ
デ
ィ
ソ
ン

は
、「
回
帰
」（re sur-

gent

）
で
あ
る
と
い

う
見
方
を
示
し
た

﹇M
addison 2010

﹈。

彼
の
推
計
に
よ
れ

ば
、
ア
ジ
ア
（
イ
ン

ド
な
ど
南
ア
ジ
ア
を

含
む
）
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

世
界
に
占
め
る
シ
ェ

ア
は
一
八
二
〇
年
が

五
九
・
四
％
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の

後
、
約
二
〇
〇
年
に

わ
た
っ
て
低
下
を
続

け
、
一
九
五
〇
年
に

は
一
八
・
六
％
と

な
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
上
昇
に
転

表１　東アジアの GDP

　 東アジア 東アジアを100とした場合

　 10億ドル ％ 日本 NIES 中国 ASEAN 9

1970
1980
1990
2000
2010
2020

361
1,755
4,428
7,803

15,588
25,502

14.5
20.8
22.1
22.3
23.5
30.2

58.8
63.0
70.8
62.6
36.6
19.8

 5.7
 8.5
12.8
15.1
13.2
11.7

25.6
17.4
 8.9
15.5
39.1
57.7

9.9
11.1
 7.6
 6.8
11.2
10.7

2026 39,087 31.9 16.7 10.6 61.7 11.0

出所：UNCTAD STAT, IMF World Econoimic Outlook, April 2021.
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じ
、
二
〇
〇
三
年
に
は
四
〇
・
五
％
に
な
っ
た
。
こ
の
上
昇
傾
向
を

「
回
帰
」
と
見
立
て
た
の
で
あ
〉
3
〈

る
。

　
こ
の
見
方
を
人
口
と
関
連
さ
せ
て
記
述
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に

な
ろ
う
。

　
一
七
世
紀
以
前
の
世
界
は
、
人
口
の
多
い
国
が
経
済
規
模
も
大
き

い
と
い
う
フ
ラ
ッ
ト
な
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
産
業
革
命
に
よ

る
工
業
技
術
と
金
融
部
門
の
発
展
を
介
し
た
資
本
主
義
で
武
装
し
た

欧
米
諸
国
は
急
成
長
を
遂
げ
、
世
界
経
済
に
お
い
て
大
き
な
シ
ェ
ア

を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
一
時
は
、
二
割
程
度
の
人
口
し
か
有
さ
な

い
欧
米
諸
国
が
世
界
経
済
の
八
割
を
牛
耳
り
、
人
口
の
八
割
を
占
め

る
途
上
国
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
経
済
が
二
割
に
甘
ん
じ
る
「
南
北
問

題
」
に
発
展
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
構
造
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
に
徐
々
に
で
は
あ
る
も
の
の
、
是
正
に
向
か
っ
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
ア
ジ
ア
の
復
活
は
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
国
・
地

域
で
一
様
に
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
で
扱
う
東
ア
ジ
ア
に

お
い
て
も
、
そ
の
経
済
成
長
を
牽
引
す
る
国
・
地
域
は
時
間
と
と
も

に
変
化
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
ア
ジ
ア
で
い
ち
早
く
先
進
国
入
り

し
た
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
、
東
ア
ジ
ア
全
体
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
一
九

七
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
五
〇
％
を
超
え
て
い
た
が
、
二
〇
〇

〇
年
以
降
は
シ
ェ
ア
を
急
速
に
低
下
さ
せ
、
二
〇
二
〇
年
は
一
九
・

八
％
で
し
か
な
い
。
他
方
、
中
国
の
シ
ェ
ア
の
伸
び
は
め
ざ
ま
し

く
、
二
〇
〇
〇
年
の
一
五
・五
％
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
は
五
七
・七
％

に
上
昇
し
た
。
つ
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
主
た
る
牽
引
役

が
、
日
本
と
中
国
が
入
れ
替
わ
っ
た
と
い
え
〉
4
〈

る
。
近
年
、
東
ア
ジ
ア

の
な
か
で
も
っ
と
も
「
回
帰
」
を
実
現
し
た
の
は
中
国
で
あ
る
。

　
図
１
は
、
世
界
に
お
け
る
中
国
の
人
口
比
率
と
経
済
比
率
の
時
間

的
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
八
二
〇
年
ま
で
、
中
国
の
人
口
と
経
済
規
模
の
世
界
に
占
め
る

0
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40

1 1000 1500 1600 1700 1820 1870 1913 1950 1970 1990 2010 2020 2026

人口
経済規模

（年）

（%）

図１　中国の人口と経済規模のシェア

出所：1‒1950年はアンガス・マディソン『世界経済史概観』、
1970‒2010年の経済規模は UNCTADSTAT、2020‒2026年の経
済規模は IMF, World Economic Outlook, 1970‒2026年の人口は
World Pop u la tiopn Prospetcs: the 2019 Revision。
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シ
ェ
ア
は
、
大
し
て
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
経
済
規
模
の

シ
ェ
ア
は
急
速
に
低
下
し
、
一
九
九
〇
年
に
は
人
口
規
模
が
二
二
・

一
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
経
済
規
模
は
一
・
七
％
し
か
な
か
っ

た
。
そ
れ
以
降
一
転
し
て
、
中
国
は
、
年
率
一
〇
％
を
超
え
る
高
成

長
を
実
現
し
、
二
〇
二
〇
年
に
は
一
八
・
五
％
の
人
口
規
模
に
対

し
、
経
済
規
模
は
一
七
・
四
％
と
、
両
者
の
格
差
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ

た
。
二
〇
二
六
年
に
は
経
済
規
模
の
シ
ェ
ア
が
一
九
・
七
％
と
、
人

口
の
シ
ェ
ア
の
一
七
・
七
％
を
上
回
る
。
こ
れ
は
中
国
の
一
人
当
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
世
界
平
均
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
一
八
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で
、
中
国
と
欧
州
の
間
で
経
済

格
差
が
広
が
っ
た
こ
と
を
、
ポ
メ
ラ
ン
ツ
は
『
大
分
岐
』
と
呼
ん
だ

﹇
ポ
メ
ラ
ン
ツ 2015

﹈。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の

中
国
経
済
の
高
成
長
を
、
社
会
科
学
研
究
所
人
口
経
済
学
者
の
蔡
昉

は
、「
大
収
斂
」
と
表
現
し
た
﹇
蔡 2019

﹈。
し
か
し
、
大
収
斂
は

道
半
ば
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
中
国
経
済
は
一
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

で
は
、
ま
だ
一
万
四
八
四
ド
ル
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
六
万
三
四
一

六
ド
ル
に
遠
く
及
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
回
帰
」
は
、
必
然
的
に
生
じ
た
も
の
で
は
な

く
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加
速
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
。
と
く
に
二
一
世
紀
に
入
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の

発
展
の
影
響
が
大
き
い
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
観
察

で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
展
が
、
そ
れ
ま
で
先
進
国
と
新
興
国
・
途
上
国

の
格
差
の
原
因
と
な
っ
て
き
た
様
々
な
技
術
格
差
や
制
度
の
不
備
な

ど
の
障
壁
を
取
り
除
い
た
と
い
う
﹇
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン 2018

﹈。

　
そ
れ
で
は
東
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
中
国
は
、
今
後
も
順
調
に
経
済
成

長
を
維
持
し
、
ア
メ
リ
カ
を
含
む
先
進
国
に
追
い
つ
く
と
い
う
「
大

収
斂
」
を
達
成
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
加
速
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
技
術
格
差
が
縮

小
し
て
い
く
な
か
で
は
、「
大
収
斂
」
は
実
現
可
能
な
よ
う
に
み
え

る
。

　
他
方
、
中
国
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
全
体
に
お
い
て
も
少
子
高

齢
化
が
経
済
成
長
を
鈍
化
さ
せ
る
と
い
う
見
方
も
有
力
で
あ
る
。
実

際
、
日
本
を
含
め
て
先
進
国
は
、
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
成
長
を
鈍

化
さ
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
も
同
じ

道
を
歩
む
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
お
か
し
い
こ

と
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
以
下
こ
の
点
を
人
口
面
か
ら
検
討
す
る
。

二
　
東
ア
ジ
ア
は
少
子
化
・
人
口
減
少
地
域
に

　
高
齢
化
（
高
齢
者
人
口
比
率
が
上
昇
す
る
こ
と
）
は
、
平
均
寿
命

の
伸
張
と
出
生
率
の
低
下
に
影
響
を
受
け
る
。
東
ア
ジ
ア
の
平
均
寿

命
は
、
一
九
五
〇
〜
五
五
年
の
五
四
・
二
歳
か
ら
二
〇
一
五
〜
二
〇

年
に
は
七
六
・
三
歳
に
伸
び
た
。
な
か
で
も
、
中
国
は
、
同
期
間
に

四
三
・八
歳
か
ら
七
六
・六
歳
と
、
そ
の
伸
び
幅
は
さ
ら
に
大
き
い
。

加
え
て
出
生
率
の
低
下
が
高
齢
化
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
の
第
七
回
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
、
二
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〇
二
〇
年
の
出
生

数
が
前
年
比
二
割

近
く
減
少
し
、
総

数
も
過
去
最
低
の

水
準
と
な
っ
た
。

合
計
特
殊
出
生
率

は
一
・
三
と
日
本

と
ほ
ぼ
同
じ
低
水

準
で
あ
る
。
国
連

の
人
口
推
計
で
は

一
・
七
と
見
積
も

ら
れ
て
い
た
か

ら
、
予
想
以
上
に

下
方
に
触
れ
た
こ

と
に
な
る
。

　
中
国
で
は
、
低

水
準
の
少
子
化
が

長
期
化
し
た
た
め
、
人
口
の
増
加
率
は
年
々
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ

に
伴
い
、
中
国
の
人
口
が
世
界
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
、
二
〇
世
紀
に

お
い
て
二
〇
％
を
超
え
て
い
た
が
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
低
下
傾
向

を
強
め
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
は
一
八
・
五
％
、
二
〇
五
〇
年
に

は
、
一
四
・四
％
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
（
図
２
）。
人
口
総
数
は
、

二
〇
三
〇
年
頃
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
減
少
に
転
じ
る
。
二
〇

二
七
年
に
は
イ
ン
ド
が
中
国
を
追
い
抜
き
、
世
界
最
大
の
人
口
大
国

に
な
る
。

　
日
本
と
韓
国
は
、
す
で
に
人
口
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
日
中
韓
を

含
む
北
東
ア
ジ
ア
は
、
ま
も
な
く
人
口
減
少
地
域
に
な
る
。
対
象
を

東
ア
ジ
ア
全
体
に
拡
大
し
て
も
人
口
減
少
と
な
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど

未
来
の
こ
と
で
は
な
い
。
国
連
の
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
東
ア
ジ
ア
は

二
〇
三
八
年
か
ら
人
口
減
少
地
域
に
転
じ
る
見
込
み
で
あ
る
。
二
一

世
紀
を
ア
ジ
ア
の
世
紀
と
す
る
た
め
に
は
、
中
国
だ
け
で
な
く
、
ア

ジ
ア
全
体
で
人
口
動
態
の
経
済
へ
の
負
の
効
果
を
軽
減
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
東
ア
ジ
ア
地
域
が
世
界
に
先
駆
け
て
人
口
減
少
に
向
か
う

の
は
、
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
に
各
国
が
人
口
抑
制
策
を
実
施
し
た

こ
と
に
起
因
す
る
。
振
り
返
れ
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
し
ば
ら
く

は
、
人
口
増
加
率
（
成
長
率
と
も
い
う
）
が
も
っ
と
も
高
い
地
域

は
、
東
ア
ジ
ア
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
六
五
〜
七
〇
年
の
人

口
増
加
率
は
二
・六
％
と
、
先
進
国
の
〇
・八
％
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界

平
均
の
二
・
一
％
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
東
ア
ジ
ア

諸
国
政
府
に
共
通
し
た
課
題
の
一
つ
は
、
高
い
人
口
増
加
率
の
経
済

に
及
ぼ
す
負
の
効
果
を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
に
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
対
策
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
が
、
人
口
抑
制
策
で

あ
っ
た
。

　
東
ア
ジ
ア
の
人
口
抑
制
策
と
い
え
ば
、
中
国
の
「
一
人
っ
子
政

策
」
が
有
名
で
あ
る
が
、
韓
国
や
タ
イ
も
強
制
的
な
人
口
抑
制
策
を
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1,000
1,200
1,400
1,600
1,800

1950 1980 2010 2040 2070 2100

中国（左目盛）
インド（左目盛）
中国人口の世界シェア（右目盛）

（100万人） （％）

（年）
図２　中国とインドの人口

出所：World Population Prospects: The 2019 Revison.
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実
施
し
て
き
た
﹇
裵 2015; 

大
泉 2008

﹈。
そ
れ
は
、
図
３
が
示
す

よ
う
に
、
韓
国
と
タ
イ
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
変
化
が
、
中
国
の
そ

れ
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
出
生
率
の
低
下
の
原
因
は
、
人
口
抑
制
策
だ
け
で
は
な

い
。
そ
の
後
の
急
速
な
経
済
発
展
に
伴
う
社
会
構
造
の
変
化
も
多
分

に
影
響
し
て
い
る
。
女
性
の
学
歴
向
上
や
就
業
率
上
昇
、
都
市
化
の

進
展
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
も
出
生
率
の
低
下
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
近
年
は
未
婚
化
、
晩
婚
化
が
出
生
率
を
引
き
下
げ

て
い
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
少
子
化
は
世
界
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意

し
た
い
。
世
界
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
、
一
九
六
〇
〜
六
五
年

の
五
・
〇
か
ら
二
〇
一
五
〜
二

〇
年
に
は
二
・
五
と
半
減
し
た

（
図
４
）。
ま
た
、
合
計
特
殊
出

生
率
が
、
人
口
が
安
定
的
に
推

移
す
る
の
に
必
要
な
水
準
（
置

き
換
え
水
準
で
二
・
一
と
さ
れ

る
）
以
下
の
国
・
地
域
は
、
同

期
間
に
二
〇
一
カ
国
・
地
域
中

四
カ
国
・
地
域
か
ら
九
二
カ

国
・
地
域
に
増
加
し
て
い
る
。

世
界
の
ほ
ぼ
半
分
の
国
・
地
域

で
出
生
率
は
置
き
換
え
水
準
を

下
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
な
か
で
も
、

出
生
率
の
低
下
が
著
し
く
、
少

子
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
が
東
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ア
ジ
ア
で
あ
る
。

　
表
２
は
、
一
九
六
〇
〜
六
五
年
と
二
〇
一
五
〜
二
〇
年
の
東
ア
ジ

ア
諸
国
・
地
域
の
合
計
特
殊
出
生
率
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
二

〇
一
五
〜
二
〇
年
に
お
い
て
一
五
カ
国
・
地
域
の
う
ち
三
分
の
二
に

当
た
る
一
〇
カ
国
・
地
域
で
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
置
き
換
え
水

準
以
下
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
東
ア
ジ
ア
は
人
口
減
少
地
域
で
あ

る
と
同
時
に
、
世
界
的
に
み
て
も
少
子
化
が
進
ん
だ
地
域
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
。

　
近
年
は
、
出
生
率
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
人
口
政
策
を
少
子
化

対
策
に
転
じ
る
国
が
増
え
て
き
た
。

　
中
国
で
も
、
二
〇
一
六
年
に
第
二
子
の
出
産
を
認
め
、
一
人
っ
子

政
策
を
廃
止
し
た
。
そ
の
成
果
が
芳
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
二
〇
二

一
年
五
月
三
一
日
、
中
国
共
産
党
政
治
会
議
は
、
第
三
子
の
出
産
を

認
め
る
方
針
を
打
ち
出
し
〉
5
〈

た
。
こ
の
際
に
、
中
国
統
計
局
は
、
希
望

出
生
率
が
一
・
八
で
あ
り
、
諸
条
件
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
出
生
率
が

高
ま
る
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。

　
た
だ
し
、
そ
の
成
果
に
過
度
な
期
待
を
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。

　
た
と
え
ば
、
日
本
に
お
い
て
も
二
〇
一
四
年
に
日
本
創
成
会
議
・

人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
に
よ
る
「
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
地
方
元

気
戦
略
」
の
な
か
で
出
生
率
改
善
の
目
標
を
掲
げ
た
こ
と
が
あ
る
。

同
分
科
会
は
、
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
が
実
施
し
た
二
〇

一
〇
年
の
「
出
生
動
向
基
本
調
査
」
を
基
に
算
出
し
た
希
望
合
計
特

殊
出
生
率
は
一
・
八
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
奇
し
く
も
中
国
が
掲
げ
た

水
準
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
希
望
合
計
特
殊
出
生
率

は
、
安
倍
政
権
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
す
べ
き
数
値
目
標
の
一
つ

と
な
っ
た
﹇
加
藤 2016

﹈。
そ
の
後
、
安
倍
政
権
は
、
少
子
化
対
策

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
講
じ
て
き
た
も
の
の
、
成
果
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・

三
四
で
あ
〉
6
〈

る
。

　
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
る
と
、
少
子
化
対
策
は
、
引
き
続
き
豊

か
な
社
会
を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
対
策
で
あ
る
と
は
い
う
も
の

の
、
出
生
率
の
上
昇
を
過
度
に
期
待
す
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

重
要
に
な
る
の
は
、
出
生
率
が
改
善
し
な
く
と
も
持
続
的
な
成
長
を

維
持
し
、
豊
か
な
高
齢
社
会
を
築
け
る
よ
う
な
社
会
基
盤
を
強
化
す

表２　東アジアの合計特殊出生率

　 1960‒65年 2015‒20年
世界 5.0 2.5

韓国
台湾
シンガポール
香港
日本
タイ
中国
ブルネイ
マレーシア
ベトナム
ミャンマー
インドネシア
カンボジア
フィリピン
ラオス

5.6
5.4
5.1
5.1
2.0
6.1
6.2
6.7
6.4
6.4
6.1
5.6
7.0
7.0
6.0

1.1
1.2
1.2
1.3
1.4
1.5
1.7
1.9
2.0
2.1
2.2
2.3
2.5
2.6
2.7

出所：World Population Prospects: The 
2019 Revision.
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る
こ
と
で
あ
〉
7
〈
る
。

三
　
人
口
ボ
ー
ナ
ス
の
終
焉
と
中
所
得
国
の
罠

　
東
ア
ジ
ア
の
人
口
動
態
の
特
徴
は
、
出
生
率
が
高
水
準
か
ら
低
水

準
へ
と
急
速
に
移
行
し
た
こ
と
に
あ
る
（
前
掲
表
２
）。
一
九
六
〇

〜
六
五
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
日
本
を
除
い
て
す
べ
て
の
国
が

五
を
上
回
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
二
〇
一
五
〜
二
〇
年
に
は
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
除
い
て
世
界
平
均
を
下
回
り
、

前
述
の
よ
う
に
一
〇
カ
国
・
地
域
は
置
き
換
え
水
準
以
下
で
あ
る
。

合
計
特
殊
出
生
率
が
最
も
高
い
ラ
オ
ス
に
お
い
て
も
同
期
間
に
六
・

〇
か
ら
二
・七
に
低
下
し
て
お
り
、
そ
の
下
げ
幅
は
大
き
い
。

　
そ
の
結
果
、
出
生
率
の
急
速
な
低
下
に
よ
り
東
ア
ジ
ア
の
人
口
構

成
は
、
人
口
抑
制
策
導
入
前
後
に
「
人
口
塊
」（population bulge

）

を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
人
口
塊
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
出
産
ブ
ー
ム
で
生
じ
た
も
の
で
は
な

く
、
人
口
抑
制
策
や
そ
の
後
の
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
う
出
生
率
の

急
低
下
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
と
呼
ぶ

の
は
正
確
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
人
口
塊
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。

　
こ
の
人
口
塊
が
一
五
歳
に
達
す
る
と
、
生
産
年
齢
人
口
比
率
が
急

上
昇
す
る
。
そ
し
て
人
口
塊
が
大
き
い
ほ
ど
生
産
年
齢
人
口
比
率
は

高
水
準
に
達
す
る
。
た
と
え
ば
、
東
ア
ジ
ア
の
生
産
年
齢
人
口
比
率

の
ピ
ー
ク
は
七
〇
・
九
％
と
、
世
界
平
均
の
六
五
・
六
％
よ
り
高
い

（
表
３
〉
8
〈

）。
ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
比
率
の
伸
張
幅
（
も
っ
と
も
低
い

比
率
か
ら
高
い
比
率
の
差
）
も
一
五
・
二
ポ
イ
ン
ト
と
世
界
平
均
の

八
・八
ポ
イ
ン
ト
を
大
幅
に
上
回
る
。

　
つ
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
は
、
生
産
年
齢
人
口
比
率
の
上

昇
ス
ピ
ー
ド
と
そ
の
高
さ
の
両
面
で
突
出
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が

経
済
成
長
に
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
生
産
年
齢
人
口
比
率
の
変
化
と
経
済
成
長
に
着
目
し

た
考
え
方
と
し
て
は
、「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」（dem

ographic div i-
dend

）
が
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ブ
ル
ー
ム
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ

ン
は
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
の
三
分
の
一
は
人
口
動
態
で
説
明
で

き
る
と
し
た
﹇Bloom

 and W
illiam

son 1998

﹈。
こ
の
研
究
を
皮

切
り
に
、
生
産
年
齢
人
口
比
率
の
上
昇
が
経
済
成
長
を
促
進
す
る
効

果
は
、
人
口
ボ
ー
ナ
ス
と
い
う
考
え
方
で
広
ま
っ
〉
9
〈

た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
生
産
年
齢
人
口
比
率
の
上
昇
が
、
必
然
的
に
経
済
成

長
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い
。
人
口
塊
が
生
産
年
齢
人
口
に
移
行

す
る
過
程
で
、
ま
ず
労
働
投
入
量
が
急
増
す
る
。
そ
の
時
期
に
、
当

該
国
は
労
働
集
約
的
な
産
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後

に
起
こ
る
貯
蓄
率
の
上
昇
は
、
金
融
機
関
の
整
備
を
通
じ
て
産
業
の

高
度
化
を
図
る
基
盤
を
作
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
口
ボ
ー
ナ
ス
を
効

果
的
に
享
受
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
人
口
動
態
に
見
合
っ
た
政
策
が

必
要
で
あ
る
﹇
大
泉 2007

﹈。

　
も
っ
と
も
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
東
ア
ジ
ア
に
生
産
年
齢
人
口
比
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率
が
減
少
に
転
じ
た
国
・
地
域
が
増
え
て
い
る
。
い
ち
早
く
生
産
年

齢
人
口
比
率
が
低
下
に
向
か
っ
た
の
は
日
本
（
一
九
九
二
年
）
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
に
中
国
と
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ

が
、
二
〇
一
三
年
に
台
湾
と
ベ
ト
ナ
ム
が
、
二
〇
一

四
年
に
韓
国
が
、
そ
の
生
産
年
齢
人
口
比
率
を
低
下

さ
せ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
国
・
地
域
で
は
、
人
口
ボ
ー
ナ
ス
の
喪

失
に
対
応
し
た
政
策
が
要
請
さ
れ
る
。
実
際
に
、
こ

れ
ら
の
国
・
地
域
に
お
い
て
、
労
働
投
入
量
の
縮
小

を
補
う
た
め
に
、
女
性
や
高
齢
者
の
労
働
市
場
参
入

の
促
進
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
規
制
の
緩
和

な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
生
産
年
齢
人
口
比

率
が
低
下
す
る
段
階
で
の
所
得
水
準
で
あ
る
。

　
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
生
産

年
齢
人
口
比
率
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
す
る
時
点
で
、
高

所
得
国
に
移
行
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中

国
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
は
中
所
得
国
の
ま
ま
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
人
口
動
態
と
経
済
の
関
係
か
ら
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
後
者
は
、

「
中
所
得
国
の
罠
」
と
「
未
富
先
老
」
と
い
う
問
題

を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
中
所
得
国
の
罠
と
は
、
世
界
銀
行
が
二
〇
〇
七
年

に
出
版
し
た
『
東
ア
ジ
ア
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』（An East Asian R

e
nais sance

）
で
示
し
た
概
念
で
あ
る
﹇G

ill and K
haras 2007

﹈。
安

価
な
労
働
力
や
豊
富
な
資
源
を
有
し
て
中
所
得
国
に
な
っ
た
途
上
国

表３　生産年齢人口比率の上昇年（始点）とピーク年（終点）

　
　
　

人口ボーナスの期間 一人当たり 
GDP 

（2020年）始　点 終　点 伸び幅 
(b)－(a)

年 ％ (a) 年 ％ (b) ポイント ドル

東アジア
　日本
　韓国
　台湾
　香港
　シンガポール
　中国
ASEAN 9
　ブルネイ
　マレーシア
　タイ
　インドネシア
　フィリピン
　ラオス
　ベトナム
　カンボジア
　ミャンマー
世界

1967

1930‒35
1962
1963
1962
1963
1966

1968

1965
1964
1969
1971
1964
1993
1968
1994
1967
1967

55.7
－

52.8
52.0
56.3
53.3
55.1
52.5
50.0
50.4
52.4
53.4
49.4
51.9
50.6
50.4
53.8
56.8

2011

1992
2014
2013
2010
2010
2010

2020

2019
2019
2010
2021
2050
2045
2013
2044
2026
2014

70.9
69.8
73.4
74.0
75.1
78.7
73.3
67.7
72.2
69.4
71.9
67.9
66.8
68.8
70.5
66.8
68.9
65.6

15.2
－

20.6
22.0
18.8
25.4
18.2
15.2
22.2
19.0
19.5
14.5
17.4
16.9
19.9
16.4
15.1
8.8

－
40,146
31,497
28,306
46,753
58,902
10,484
－

26,089
10,270
7,190
3,922
3,330
2,626
3,499
1,655
1,527
－

出所：UN, World Population Prospects: The 2019 Revision, IMF, World Ec o no-
mic Outlook April, 2021.
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は
、
次
第
に
経
済
成
長
を
鈍
化
さ
せ
、
高
所
得
国
に
な
る
の
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
を
指
し
、
成
長
パ
タ
ー
ン
の
転
換
を
要
請
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
実
際
に
、
低
所
得
国
か
ら
中
所
得
国
へ
の
移
行
を
実
現
し
た
途
上

国
の
多
く
が
、
中
所
得
の
水
準
に
長
く
と
ど
ま
り
続
け
て
い
る
﹇
末

廣 2014; 

ト
ラ
ン
・
苅
込 2019

﹈。
現
在
で
は
、
中
所
得
国
の
罠

は
、
東
ア
ジ
ア
新
興
国
・
途
上
国
政
府
で
広
く
議
論
さ
れ
る
事
象
で

あ
り
、
そ
の
克
服
が
成
長
戦
略
や
政
策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
た
と
え
ば
、
中
国
で
い
え
ば
、
世
界
銀
行
と
中
国
国
務
院
発
展

研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
「
中
国2030
」（C

hina 2030

）
と
い
う

報
告
書
を
作
成
し
た
﹇W

orld Bank 2012
﹈。
そ
の
後
、
産
業
の
高

度
化
を
目
指
す
「
中
国
製
造2025

」
を
発
表
し
た
。
こ
の
背
景
に

中
国
政
府
に
中
所
得
国
の
罠
に
対
す
る
危
機
感
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑

い
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
二
〇
一
〇
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
も
ブ
ミ

プ
ト
ラ
政
策
の
見
直
し
を
含
め
た
「
マ
レ
ー
シ
ア
新
経
済
モ
デ
ル

（
Ｎ
Ｅ
Ｍ
）」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
タ
イ
も
労
働
力
に
依
存
し
た
産
業

構
造
の
転
換
を
目
的
と
し
た
投
資
政
策
を
相
次
い
で
発
表
し
た
。

四
　
技
術
革
新
を
持
続
的
成
長
に
寄
与
さ
せ
る
た
め
に

　
生
産
年
齢
人
口
比
率
の
低
下
、
つ
ま
り
人
口
ボ
ー
ナ
ス
の
効
果
が

失
わ
れ
る
過
程
で
は
、
持
続
的
な
成
長
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
全

要
素
生
産
性
の
上
昇
が
不
可
欠
と
な
る
。

　
こ
の
全
要
素
生
産
性
に
含
ま
れ
る
要
因
は
多
い
。

　
た
と
え
ば
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
（
い
わ
ゆ
る
都
市

化
）
に
よ
っ
て
生
産
性
は
向
上
す
る
。
ま
た
、
教
育
水
準
を
引
き
上

げ
る
こ
と
も
生
産
性
向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
。
第
七
回
人
口
セ
ン

サ
ス
で
は
、
都
市
化
率
（
都
市
人
口
の
人
口
比
率
）
は
、
二
〇
一
〇

年
の
四
九
・七
％
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
は
六
三
・九
％
へ
上
昇
し
、
一

五
歳
以
上
の
平
均
教
育
年
は
同
期
間
に
九
・一
年
か
ら
九
・九
年
に
伸

張
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
が
、
二
〇
一
〇
〜
二
〇
二
〇
年

の
中
国
の
経
済
成
長
を
支
え
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
そ
の
他
に
も
制
度
整
備
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

も
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
経
営
成
績
の
悪
い
国
有
企
業
を
改
革
す
る
公
的
部
門

の
改
革
（
い
わ
ゆ
る
行
政
改
革
）
な
ど
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
制
度

整
備
が
経
済
成
長
を
促
す
効
果
を
、
蔡
昉
﹇2019

﹈
は
「
改
革
ボ
ー

ナ
ス
」（R

eform
 D

ividend

）
と
名
付
け
、
中
国
の
持
続
的
成
長
に

必
要
と
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
教
育
水
準
の
向
上
や
都
市
の
整

備
、
行
政
改
革
の
推
進
な
ど
に
よ
る
経
済
成
長
の
促
進
は
、
中
国
と

同
様
に
中
所
得
水
準
の
う
ち
に
人
口
ボ
ー
ナ
ス
を
失
う
東
南
ア
ジ
ア

に
は
教
訓
に
な
る
に
違
い
な
い
。

　
た
だ
し
、
歴
史
的
に
み
て
、
全
要
素
生
産
性
の
な
か
で
最
も
強
い

イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
の
は
技
術
革
新
で
あ
る
﹇
吉
川 2016

﹈。
欧
米

と
中
国
の
「
大
分
岐
」
を
発
生
さ
せ
た
の
は
技
術
格
差
の
拡
大
で
あ

り
、
そ
れ
を
転
換
さ
せ
た
の
は
技
術
格
差
の
縮
小
で
あ
っ
た
。
折
し
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も
、
技
術
革
新
は
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
新
し
い
時
代
に
突
入
し
て
い

る
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
達
が
、
中
国
の
経
済
成
長
を
さ
ら
に

加
速
さ
せ
、「
大
収
斂
」
を
急
速
に
実
現
さ
せ
る
と
い
う
見
方
も
あ

る
﹇
井
上 2019

﹈。

　
中
国
を
含
め
て
中
所
得
国
に
と
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
活
用

は
、
新
し
い
成
長
の
源
泉
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
蛙
跳
び
と
も
言

わ
れ
る
急
成
長
も
可
能
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
先
進
国
だ
け
で
は
な

く
、
新
興
国
・
途
上
国
に
お
い
て
も
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
、
ク
ラ
ウ
ド
・

フ
ァ
ン
ド
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
、
一
〇
年
前
に
は
ほ
と
ん
ど

聞
く
こ
と
の
な
か
っ
た
用
語
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
る
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
利
活
用
に
は
先
進
国
と
新

興
国
・
途
上
国
に
大
き
な
制
約
の
違
い
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
中
国
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
世
界
的
な
波
及
は
、
新

興
国
・
途
上
国
の
成
長
の
可
能
性
を
拡
大
さ
せ
る
よ
う
作
用
し
て
い

る
の
で
あ
る
﹇
伊
藤 2020

﹈。

　
そ
し
て
、
奇
し
く
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
中
国
だ
け
で
な

く
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
加
速
度
的
に
浸
透
し

た
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
真
似
た
コ
ロ
ナ
感
染
抑

制
の
た
め
の
ア
プ
リ
が
多
々
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
介
し
た
決
済
、
遠
隔
診
断
な
ど
、
日
本
で
も
、
ま
だ
実
施
さ
れ
て

い
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
生
産
性
の
向
上
に
加
え
て
、
途
上
国
が
抱
え
る
制
度
の
不
備
を

補
う
こ
と
を
通
じ
て
も
、
経
済
成
長
を
押
し
上
げ
る
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
達
と
そ
の
普
及
が
進
む
な
か
で
、
東
南
ア
ジ

ア
政
府
の
開
発
戦
略
も
変
化
し
て
い
る
。

　
表
４
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
ア
ジ
ア
新
興
国
・
途
上
国
の
デ
ジ
タ
ル
成

長
戦
略
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
タ
イ
の
「T

hailand 4.0

」、

表４　アジア新興国・途上国のデジタル成長戦略

国　名 戦略の名称 開始年
インドネシア Making Indonesia 4.0 2018

マレーシア Industry 4wrd 2018

フィリピン Inclusive Innovation Industry 2016

タイ Thailand 4.0 2016

ベトナム National Digital Transformation Programme 
by 2025 with orientasions toward 2030 2020

ブルネイ Digital Economy Masterplan 2025 2020

シンガポール

Smart Nation 2014

Smart Industry Readiness Index 2017

SMEs Go Digital 2017

中国
Made in China 2025 2015

Internet Plus 2014

インド
Make in India 2014

SAMARTH Udyog Bharat 4.0 2014

出所：OCED［2021: 172］.
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
「M

aking Indonesia 4.0

」、
マ
レ
ー
シ
ア
の

「Industry 4w
rd

」
な
ど
、
そ
の
名
称
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利

活
用
を
メ
イ
ン
と
し
た
ド
イ
ツ
の
「Industry 4.0

」
に
ち
な
ん
だ
も

の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
も
ち
ろ
ん
計
画
だ
け
で
、
経
済
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
わ
け

で
は
な
い
。
世
界
銀
行
『
東
ア
ジ
ア
新
興
国
・
途
上
国
に
必
須
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』（The Innovation for D

eveloping East Asia

）
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
実
現
に
は
、
⑴
企
業
経
営
者
の
技
術
の
理

解
度
、
⑵
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
利
活
用
能
力
、
⑶
労
働
者
の
技
術
レ

ベ
ル
、
⑷
外
部
資
金
、
⑸
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
政
策
と
制

度
が
必
要
で
あ
る
﹇C

iera et al. 2021
﹈。
な
か
で
も
⑶
が
重
要
で

あ
り
、
経
済
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
引
き
つ
け
て
い
え
ば
、
国
民
全

体
の
デ
ジ
タ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
次
に
述

べ
る
労
働
力
の
高
齢
化
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

五
　
労
働
力
の
高
齢
化
に
見
合
っ
た 

生
産
性
向
上
策
が
必
要

　
第
七
回
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
、
一
五
〜
五
九
歳
の
生
産
年
齢
人
口

比
率
が
二
〇
一
〇
年
の
七
〇
・
一
％
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
は
六
三
・

四
％
と
一
〇
年
間
で
六
・
七
ポ
イ
ン
ト
も
低
下
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
働
き
勝
手
の
あ
る
人
口
の
割
合
が
こ
の
よ
う
に
急
速
に

低
下
し
て
い
る
こ
と
は
、
経
済
成
長
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
縮
小
を
意

味
す
る
。

　
も
っ
と
も
、
中
国
政
府
が
コ
メ
ン
ト
し
た
よ
う
に
、
生
産
年
齢
人

口
比
率
は
ま
だ
高
水
準
に
あ
り
、
人
口
面
で
も
成
長
の
余
地
を
残
し

て
い
る
。
国
連
の
人
口
推
計
で
は
、
中
国
の
一
五
〜
六
四
歳
の
人
口

比
率
は
、
二
〇
二
〇
年
七
〇
・
三
％
と
高
い
。
そ
し
て
、
生
産
年
齢

人
口
比
率
が
、
人
口
の
三
分
の
二
を
下
回
る
の
は
二
〇
三
三
年
の
こ

と
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
生
産
年
齢
人
口
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
だ
高
成
長
を
維
持
で
き
る
余
地
が
あ
る
。
そ
の
際
に
、
注
目
さ
れ

る
の
が
、
先
に
述
べ
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
人
口
塊
の
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
で
あ
〉
10
〈

る
。

　
表
５
は
、
世
代
別
の
人
口
比
率
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
人
口
構
成
に
人
口
塊
が
な
い
場
合
、
年
齢
区
分
が
高
ま
る
ほ
ど
、

そ
の
世
代
の
人
口
比
率
は
低
く
な
る
（
表
中
の
世
界
平
均
は
そ
の

例
）。

　
し
か
し
、
中
国
の
よ
う
な
極
端
な
人
口
塊
を
持
つ
国
は
例
外
で
あ

る
。
た
し
か
に
一
九
九
〇
年
の
二
〇
歳
代
の
人
口
比
率
は
二
〇
・

一
％
と
世
界
平
均
の
一
七
・
四
％
よ
り
高
く
「
若
い
中
国
」
で
あ
っ

た
。

　
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
〇
年
を
み
る
と
三
〇
歳
代
の
比
率
が
一
八
・

一
％
と
二
〇
歳
代
の
一
七
・
三
％
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
人
口
塊
が
三
〇
歳
代
に
移
動
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て

人
口
塊
は
、
二
〇
一
〇
年
に
は
四
〇
歳
代
に
、
そ
し
て
二
〇
二
〇
年
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現
在
は
五
〇
歳

代
に
位
置
し
て

い
る
。
も
っ
と

も
、
二
〇
二
〇

年
に
お
い
て
人

口
塊
は
一
番
高

い
割
合
を
占
め

て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
少

子
化
の
影
響
で

二
〇
歳
代
が
少

な
い
た
め
、
労

働
力
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か

る
。
四
〇
歳
代

と
五
〇
歳
代
の

合
計
は
三
〇
・

四
％
と
、
二
〇

歳
代
と
三
〇
歳

代
の
合
計
の
二

八
・八
％
を
一
・

六
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
る
。

　
二
〇
三
〇
年
に
は
、
人
口
塊
が
六
〇
歳
代
に
移
動
す
る
も
の
の
、

少
子
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
二
〇
歳
代
・
三
〇
歳
代
の
合
計
が
二

三
・
八
％
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、
四
〇
歳
代
・
五
〇
歳
代
の
合

計
が
二
九
・七
％
と
格
差
は
五
・九
ポ
イ
ン
ト
と
拡
大
す
る
。
つ
ま
り

今
後
、
労
働
力
の
高
齢
化
は
加
速
す
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
持
続

的
な
成
長
は
、
こ
の
高
齢
化
す
る
労
働
力
の
生
産
性
向
上
が
不
可
欠

と
な
る
。

　
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
現
在
の
四
〇
歳
代
・
五
〇

歳
代
の
中
高
年
労
働
力
の
多
く
が
農
業
・
農
村
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
詳
細
は
、
人
口
セ
ン
サ
ス
の
結
果
を

待
つ
以
外
な
い
が
、
二
〇
一
九
年
の
農
業
就
業
人
口
比
率
は
二
六
・

一
％
と
高
く
、
都
市
化
率
が
五
九
・
二
％
と
低
い
こ
と
は
中
高
年
労

働
力
が
農
業
・
農
村
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考

え
て
よ
い
（
表
６
）。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
も

共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。

　
す
で
に
、
中
国
の
産
業
構
造
は
、
若
年
の
安
価
な
労
働
力
に
依
存

す
る
構
造
に
な
い
。
中
国
政
府
も
「
新
常
態
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下

で
技
術
革
新
に
力
を
注
い
で
い
る
。
ま
た
、
中
所
得
国
の
罠
を
回
避

す
る
に
は
、
上
記
の
中
高
年
労
働
力
が
、
政
府
が
推
進
す
る
新
し
い

産
業
に
移
動
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
年
齢
を
重

ね
る
に
し
た
が
っ
て
、
新
し
い
産
業
へ
の
移
動
は
困
難
に
な
る
の
が

現
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
含
む
技
術
革
新

表５　中国の年齢別人口比率 （％）

　 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 20‒59歳 60歳代 20‒69歳

1990 20.1
(17.4) 

15.1
(13.8) 

9.6
(9.5) 

7.5
(7.5) 

52.3
(48.2) 

5.1
(5.3) 

57.4
(53.5) 

2000 17.3
(16.6)

18.1
(14.8)

13.5
(11.6)

8.3
(7.7)

57.2
(50.7)

5.9
(5.6)

63.1
(56.3)

2010 16.9
(16.8)

16.0
(14.4)

16.7
(12.6)

12.2
(9.6)

61.9
(53.4)

7.0
(6.0)

68.9
(59.4)

2020 12.9
(15.3)

15.9
(14.8)

15.0
(12.5)

15.4
(10.7)

59.2
(53.3)

10.5
(7.6)

69.8
(60.9)

2030 11.3
(14.5)

12.5
(13.7)

15.4
(13.1)

14.3
(10.8)

53.5
(52.1)

14.0
(8.8)

67.5
(60.9)

注：下段の（　）は世界平均。
出所：World Population Prospects: The 2019 Revision.
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が
、
人
口
塊
を
形
成
す
る
中
高
年
労
働
者
の
生
産
性
向
上
に
ど
う
寄

与
す
る
か
に
注
視
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
な
ぜ
な
ら
中
国
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
高
所
得
並
み
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
多
く
の
中
高
年
労
働
力
が
中
所
得
国
に
相
当
す
る
産
業

に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
中
所
得
国
の
罠
を
実
質
的
に
回
避

し
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
な
ら

ば
、
中
所
得
国
の
罠
を
回
避
す
る
た
め
の
技
術
革
新
は
、
企
業
の
研

究
・
開
発
、
若
年
層
の
教
育
、
大
都
市
の
発
展
だ
け
で
な
く
、
農

業
・
農
村
に
従
事
す
る
中
高
年
に
達
し
た
人
口
塊
の
デ
ジ
タ
ル
教
育

に
も
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

六
　
未
富
先
老
と
東
ア
ジ
ア

　
第
七
回
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
、
六
五
歳
以
上
の
人
口
比
率
で
あ
る

高
齢
化
率
は
一
三
・
五
％
と
、
中
国
は
高
齢
社
会
の
間
際
に
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
二
〇
二
一
年
に
は
一
四
％
を
超
え
、
高
齢
社
会
に

移
行
し
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
中
国
の
統
計
で
は
、
一
九
九
九

年
に
高
齢
化
率
が
七
％
を
超
え
る
高
齢
化
社
会
に
移
行
し
た
の
で
、

こ
の
間
二
二
年
で
あ
り
、
日
本
の
二
四
年
よ
り
も
二
年
短
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
の
高
齢
化
率
を
国
連
は
一
二
・

〇
％
と
推
計
し
て
い
た
か
ら
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た
。
ま
た
国

連
は
、
中
国
が
、
高
齢
化
率
が
一
四
％
か
ら
二
一
％
を
超
え
る
超
高

齢
社
会
に
移
行
す
る
の
に
要
す
る
期
間
を
一
一
年
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
よ
り
短
く
な
る
可
能
性
は
高
い
。

　
表
7
は
、
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
高
齢
化
率
が
七
％
か
ら
一
四
％

に
な
る
の
に
要
し
た
年
数
、
そ
し
て
一
四
％
か
ら
二
一
％
に
達
し
た

年
数
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
世
界
の
な
か
で
も
抜
き
ん
出
て
高

齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
と
い
わ
れ
て
き
た
日
本
を
上
回
る
国
・
地

域
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
た
と
え
ば
、
七
％
か
ら
一
四
％
で
い
え
ば
、
日
本
の
二
四
年
よ
り

も
短
い
国
と
し
て
、
中
国
（
二
三
年
）
の
ほ
か
に
、
韓
国
（
一
八

年
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
一
七
年
）、
タ
イ
（
二
〇
年
）、
ベ
ト
ナ
ム

（
一
八
年
）、
ブ
ル
ネ
イ
（
一
三
年
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
二
二
年
）、

  表６　 農業就業人口比率と 
都市化率（2019年） （％）

農業就業 
人口比率 都市化率

日本
韓国
台湾
香港
シンガポール
中国
ブルネイ
カンボジア
インドネシア
ラオス
マレーシア
ミャンマー
フィリピン
タイ
ベトナム

3.5
5.0
4.7
0.2
0.1

26.1
1.1

36.4
29.6
62.4
10.6
48.2
24.3
32.1
38.7

91.6
81.5
61.0

100.0
100.0
59.2
77.6
23.4
55.3
35.0
76.0
30.6
46.9
49.9
35.9

出所：World Bank, Development In di-
cators, ADB, Key Indicators.
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ラ
オ
ス
（
二
一
年
）
と
計
八
カ
国
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
一
四
％
か
ら
二
一
％
に
移
る
の
に
要
す
る
年
数
は
日
本

が
一
三
年
だ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
短
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
国
・
地

域
は
、
中
国
（
一
一
年
）
の
ほ
か
に
香
港
（
一
二
年
）、
韓
国
（
八

年
）、
台
湾
（
九
年
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
八
年
）、
タ
イ
（
一
〇

年
）、
ブ
ル
ネ
イ
（
一
二
年
）
と
計
七
カ
国
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
国
は
、
こ
れ
ら
の
国
・
地
域
に
比
べ
て
長
く
な
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
出
生
率
の
低
下
が
加
速
す
れ
ば
、
短
く
な

る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
中
国
だ
け
で
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
低
所
得
水
準

で
生
産
年
齢
人
口
比
率
が
低
下
し
た
国
は
、
低
所
得
水

準
で
高
齢
化
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
中
国

で
は
「
未
富
先
老
」（
豊
か
に
な
る
前
に
老
い
る
）
と

呼
ば
れ
て
い
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
今
後
直
面
す

る
課
題
で
も
あ
る
。

　
図
５
は
、
日
本
、
韓
国
、
中
国
、
タ
イ
の
所
得
水
準

と
高
齢
化
率
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
と
韓
国
の
そ

れ
が
所
得
水
準
の
上
昇
と
と
も
に
、
高
齢
化
が
な
だ
ら

か
に
進
ん
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
と
韓
国
が
高

齢
社
会
（
六
五
歳
以
上
の
人
口
比
率
が
一
四
％
を
超
え

る
）
に
達
し
た
時
点
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
そ
れ

ぞ
れ
日
本
が
四
万
ド
ル
、
韓
国
が
二
万
五
〇
〇
〇
ド
ル

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
中
国
の
そ
れ
は
一
万
ド
ル
程

度
と
中
所
得
国
の
水
準
で
し
か
な
い
。
タ
イ
の
高
齢
化
率
は
一
三
・

〇
％
で
あ
る
が
、
一
万
ド
ル
に
及
ば
な
い
。

　
さ
ら
に
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
定
年
年
齢
が
低
い
こ

と
に
考
慮
し
て
六
〇
歳
以
上
を
高
齢
者
と
定
義
す
る
と
、
未
富
先
老

は
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
。
実
際
に
、
中
国
や
タ
イ
で
は
六
〇
歳
以
上

を
高
齢
者
と
定
義
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
高
齢
者
扶
養
率
（elderly sup port (de pen den cy ) 

ratio

）
で
考
え
て
み
よ
う
。
図
６
は
、
日
本
と
中
国
の
高
齢
者
扶
養

率
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
齢
者
人
口
（
六
五
歳
以
上
）
／
生

表７　東アジアの高齢化のスピード （年）

　
　

７％
a

14％
b b－a 21％

c c－b

東アジア 2001 2027 26 2040 13

　日本
　香港
　韓国
　台湾
　中国

1971
1983
2000
1992
2002

1995
2013
2018
2018
2025

24
30
18
26
23

2008
2025
2026
2027
2036

13
12
 8
 9
11

ASEAN 2020 2041 21 2068 27

　シンガポール
　タイ
　ベトナム
　ブルネイ
　マレーシア
　インドネシア
　ミャンマー
　フィリピン
　カンボジア
　ラオス

2004
2002
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2024
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2023
2024
2028
2032
2038

2021
2022
2035
2037
2044
2045
2055
2058
2058
2059

17
20
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13
24
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31
30
26
21

2029
2032
2052
2049
2059
2074
2088
2080
2084
2081

 8
10
17
12
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29
33
22
26
22

世界 2002 2040 38 2087 47

出所：World Population Prospects: The 2019 Revision.
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産
年
齢
人
口
（
一
五
〜
六
四
歳
）
で
計
算
す
れ
ば
、
二
〇
三
〇
年
が

〇
・三
、
二
〇
五
〇
年
で
も
〇
・五
へ
上
昇
す
る
も
の
の
、
二
〇
一
八

年
の
日
本
が
〇
・
五
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
高
齢
者
人
口
を
六
〇
歳
以

上
、
生
産
年
齢
人
口
を
一
五
〜
五
九
歳
と
し
て
再
計
算
す
る
と
、
二

〇
三
〇
年
に
は
〇
・四
、
二
〇
五
〇
年
に
は
〇
・七
と
日
本
の
水
準
に

追
い
つ
い
て
し
ま
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
高
齢
者
の
定
義
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
そ

の
イ
ン
パ
ク
ト
を
軽
減
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
実
際
に
、

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
が
議
論
さ
れ
て

い
る
。

　
第
七
回
人
口
セ
ン
サ
ス
が
明
ら
か

に
し
た
よ
う
に
六
〇
〜
六
四
歳
は
七

〇
〇
〇
万
人
強
存
在
し
、
そ
の
直
後

に
人
口
塊
が
高
齢
者
と
な
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
こ
れ
を
生
産
年
齢
人
口

と
し
て
捉
え
る
か
、
社
会
保
障
を
通

じ
て
生
活
を
支
え
る
従
属
人
口
と
捉

え
る
か
で
、
経
済
社
会
へ
の
イ
ン
パ

ク
ト
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。

　
さ
て
、
ミ
ク
ロ
面
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
利
活
用
し
て
高
齢
社
会
の

課
題
を
解
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
人
間
は
歳
を
取
る
と
、
行
動
範
囲

が
必
然
と
狭
く
な
る
。
こ
の
い
わ
ゆ

る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
縮
小
へ
の
対
処
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
期

待
さ
れ
る
。
奇
し
く
も
、
コ
ロ
ナ
感

0

5

10

15

20

25

30

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

日本
韓国
中国
タイ

（％）

（ドル）
図５　所得水準と高齢化率

出所：World Development Indicatorsをもとに著者作成。
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著者作成。
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染
拡
大
抑
制
の
な
か
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
食
料
品
や
生

活
必
需
品
の
デ
リ
バ
リ
ー
、
遠
隔
診
断
や
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
と
社
会
活
動
が
加
速
度
的
に

普
及
し
て
き
た
。
現
在
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
介
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
は
、
高
齢
化
ビ
ジ
ネ
ス
と
豊
か
な
高
齢
社
会
を
構
築
す
る
推
進

力
と
な
る
。
そ
れ
を
効
果
的
な
も
の
と
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
延
長
線
上
で
は
な
く
、
新
し
い
社
会
経
済
と
い

う
未
来
か
ら
逆
算
し
て
作
り
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
他
方
、
人
間
は
歳
を
取
る
と
、
物
理
的
な
機
能
が
衰
え
る
。
し
か

し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
そ
れ
を
補
う
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
生
か
し
て
物
理
的
な
負

担
の
少
な
い
仕
事
が
増
え
れ
ば
、
高
齢
者
の
労
働
市
場
へ
の
参
入
は

も
っ
と
容
易
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
生

産
年
齢
人
口
の
年
齢
の
上
限
は
、
引
き
上
げ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
社
会
保
障
な
ど
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。

お
わ
り
に

　
中
国
が
抱
え
る
未
富
先
老
と
い
う
課
題
は
、
早
晩
、
東
南
ア
ジ
ア

も
直
面
す
る
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
口
塊
が
都
市
に
集
中
す
る

日
本
や
韓
国
の
経
験
や
知
識
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。

　
中
国
が
、
こ
の
問
題
に
対
処
策
を
見
い
だ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
東
南

ア
ジ
ア
の
持
続
的
経
済
社
会
発
展
を
考
え
る
重
要
な
視
座
に
な
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
冒
頭
で
述
べ
た
東
ア
ジ
ア
の
「
回
帰
」
を
実
現
す

る
の
に
重
要
な
要
因
と
な
る
。
少
子
高
齢
化
は
、
い
ま
や
東
ア
ジ
ア

全
体
の
問
題
と
し
て
広
く
議
論
す
べ
き
社
会
現
象
で
あ
る
も
の
の
、

そ
の
影
響
は
ア
ジ
ア
各
国
に
よ
っ
て
異
な
る
し
、
そ
の
対
処
の
仕
方

に
つ
い
て
も
様
々
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　
そ
れ
で
も
な
お
、
重
要
な
の
は
、
そ
の
経
験
と
知
識
を
各
国
・
地

域
が
交
流
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、
東
ア
ジ
ア
の
未
来
を
左
右
す
る
。

　
二
〇
二
〇
年
、
東
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
で
人
口
セ
ン
サ
ス
が
実
施

さ
れ
た
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
が
少
子
化

の
動
き
に
左
右
さ
れ
な
い
強
靱
な
高
齢
社
会
の
形
成
に
本
気
に
な
っ

て
議
論
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
基
盤
と
な
る
調
査
・
研
究
は
、
科
学
研
究
費
「
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
化
す
る
ア
ジ
ア
：
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
メ
ガ
都
市
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と
ジ
レ
ン
マ
」（19H

00553

、
二
〇
一
九

－

二
〇

二
三
年
度
、
代
表
者
：
遠
藤
環
）
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。

注〈
1
〉 N

ational Bureau of Statistics of C
hina “ C

om
m

uniqué of 
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the Seventh N
ational Population C

ensus”  http://www.stats.gov.
cn/english/PressR

elease/202105/t20210510_1817186.htm
l

（
二

〇
二
一
年
六
月
二
六
日
ア
ク
セ
ス
）

〈
2
〉 
見
出
し
は
、「
中
国
、
出
生
数
二
割
減
　
六
五
歳
以
上
一
〇
年

で
六
割
増
」
で
、
少
子
高
齢
化
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。

〈
3
〉 

マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、
二
〇
三
〇
年
に
は
五
三
・
三
％
に
上
昇
す
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

〈
4
〉 

Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
（
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
や
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
9
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
除
し
た
も

の
）
の
シ
ェ
ア
も
一
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
日
本
と
の
格
差
は
年
々

縮
小
し
て
い
る
。

〈
5
〉 

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
六
月
一
日
一
面
。

〈
6
〉 

厚
生
労
働
省
発
表https://www.m
hlw.go.jp/toukei/saikin/

hw/jinkou/geppo/nengai20/dl/kekka.pdf
（
二
〇
二
一
年
六
月
二

八
日
ア
ク
セ
ス
）

〈
7
〉 

少
子
化
対
策
の
効
果
は
、
出
生
率
の
さ
ら
な
る
低
下
を
抑
制
し

た
と
し
て
評
価
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

〈
8
〉 

こ
の
生
産
年
齢
人
口
が
全
人
口
の
三
分
の
二
を
超
え
た
場
合
を

人
口
ボ
ー
ナ
ス
と
す
る
見
方
に
従
え
ば
、
世
界
レ
ベ
ル
で
は
人
口

ボ
ー
ナ
ス
を
生
じ
て
お
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
は
、
数
少
な
い
そ
の
恩
恵

を
受
け
た
地
域
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

〈
9
〉 

当
初
の
人
口
ボ
ー
ナ
ス
の
対
象
に
は
、
中
国
が
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
人
口
構
成
の
著
し
い
変
化
に
影
響
を
受
け
る
中
国
で
は

重
要
な
考
え
方
で
あ
り
、
い
ま
で
は
主
流
の
議
論
に
な
っ
て
い
る
。

〈
10
〉 

生
産
年
齢
人
口
を
ど
う
定
義
す
る
か
に
は
議
論
が
あ
る
。
一
五

〜
六
四
歳
と
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
途
上
国
で
は
そ
の
上
限
を
五
九

歳
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
専
門
学
校
・
大
学
へ
の
進
学
率
が

高
い
国
で
は
、
そ
の
多
く
が
実
際
に
労
働
市
場
に
参
加
す
る
の
は
二

〇
歳
を
超
え
る
こ
と
も
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
下
限
で
あ
る
一
五

歳
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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